
第１５回 介護と医療の座談会

感染対策について
〜感染を持ち込まない・持ち帰らないために〜

９月２９日（火）17:00～
オンラインにて開催いたしました

7事業所のケアマネジャー・ヘルパーにご参加いただき、感染対策の基本を確認しました！

座談会にご参加くださった皆さま、ありがとうございました。今回は「感染対策」をテーマに、オンラインでの開

催となりました。標準予防策の基本から、インフルエンザ・新型コロナ・疥癬・感染性胃腸炎・帯状疱疹まで、現

場で出会う機会の多い感染症について、当ステーション看護師 武山より症状や感染経路、具体的な対策方法をお

話ししました。手指衛生や個人防護具（手袋・マスク・エプロン）の使い方、咳エチケット、汚染物品の処理とい

った基本を確認しながら、ケアマネジャー・ヘルパーの皆さまとの連携についても活発な意見交換を行いました。

? 帯状疱疹による皮膚トラブル、どう対処すればいい？

? 発熱・呼吸器症状があるとき、勤務や訪問はどう判断する？

? ケアマネ・ヘルパー間の情報共有、どう進めればいい？

標準予防策のポイント

●すべての利用者に共通の基本ルールとして手指衛生を徹底する

●手袋・マスク・エプロンなど個人防護具を場面に応じて使用する

●咳やくしゃみがあるときはマスクの着用など咳エチケットを行う

●汚染物品は清潔なものと分け、ルールに沿って適切に処理する

ケアマネ・ヘルパーの連携

●ケアマネ：利用者の状態や生活全般を把握し、サービス間で情報

を整理・共有する

●ヘルパー：ケア前後の手指衛生を徹底し、必要な防護具を正しく

使用する

●体調変化や感染リスクに気づいたら、速やかに報告・相談する

●迷ったときは自事業所のマニュアルに沿い、看護職にも相談する

お知らせ

次回の座談会は12月頃を予定しております。取り上げてほしいテーマやご質問があれば、お気軽にご連絡ください。

今回の座談会は、在宅で接触することが多い感染症についてお話しさせていただきました。
感染症についてやってほしい、他の感染症について聞きたいとのご希望もあり、題材が決まりました。
今後も介護の現場やケアマネ様達に役に立つような情報や、交流を持つことができたらと思っております。
今後ともよろしくお願いします。
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